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I - ゴス!- 


型式ム C ~32CF 

石油フアン ヒーター 

強制通気形開放式石油ストーブ 


取扱説明書 

〈保証書付を〉 


このたびは本機をお買い求めいたださまし 
てまことにありびとうございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの r 取扱説明 
書」をよくお読みいただき、正しく使用 
して < ださい。 

この r 取扱説明書」は、大切に保管して 
おいて < ださい。 

•お客様登録アンケートを下記アドレスで 
インターネット登録をお願いしまず。 
http://www.tovotomi. iD/aivou/ 

※裏表紙の保証書及びアンケート欄に必要事 
項を記載していただき、コピーして FAX ま 
たは郵送（送料はお客様負担）していただい 
てち結構です。 

コピーのために切り取った場合は、取扱説 
明書と共に大切に保管しておいてくださ 
い。 


A 危険 
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五安全のために必ずお守りください 


•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、本機を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説 
明しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負ラ危険、また 
は乂災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死じ重傷を負う可能性、ま 
たは乂災の可能性が想定される内容を示しています。 

么注意 （ CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性や物的損 
害の発生が想定される内容を示しています。 


参お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


り®感 (D® 

この絵表示は、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「注意」していただく内容です。 

〇處© 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 


•説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


A 危険 (DANGER) 


★ガソリン使用禁止 


ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でわ、乂災の原因になります。 



喔) 

ガソリン禁止 


A 警告 (WARNING) 


★スプレー宙厳禁 


スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの前や温風のあたる所に放置しないでくだ 
さい。 

熱で吿の圧力び上びり、爆発し、危險です。 



0 


禁止 


★換気必要 


•換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあり 
ます。また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

•使用中は必ず1時間に]〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 

•換気する場合は、換気扇を使用したり（換気扇を使用する場合は、離れた位置の窓を開けないと、充分な換 
気びできない場合びあります。 ）2 力所(上の（風の出入りのある）開□部を設けると効率よく換気できます。 
窓び凍結していたり、地下室などで換気び充分におこなえない場所では、使用しないでください。 



© 


換気 


★温風吹出 □ (ルーバー）をふさがない 


ス I -ーブガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、衣類、紙などで温 
風吹出 □ (ルーバー）や燃焼-温風 
空気取入 □ (フアンフイルター）を 
ふさびないでください。衣類、紙 
などで店\さぐと、異常燃焼や乂災 
や故障の原因になります。 


，信 


で < ださい。 



禁止 

衣類か乾:):呆すると、ストーフの 
熱気でゆれて落下して乂びつ - 



き、乂災の原因になります。 



★寝るとさ消乂 


寝るときや外出するときは、 
必ず乂び消えていることを確 
認してください。 

予想しない事故び発生するお 
それびあります。 



★巧類の乾燥厳禁 



禁止 


★可燃性ガス使用厳禁 


ス I -ーブを使用している部屋 
で、可燃性ガスび発生するち 
の（ガソ U ン、ベンジン、シ 
ンナー） や、 スプレーを使用 
しないでください。乂災や故 
障の原因になります。 


硬^ 


0 

使用禁止 





























































































么注意 (CAUTION) 


★カーテン、寝具など、可燃物近接禁止 


参カーテン、布団、毛布などや燃えやすいちののそばでは使用しないでください。 

乂災の原因になります。 

ス I -ーブの前に可燃物を置かないでください。 

ス I -ーブの熱気で着乂して、乂災のおそれびあります。 

•可燃物との離隔距離については、下記の I ★可燃物（木壁、合板、ふすまなど）との距離を離す1 

の記載内容を参照してください。 - 



0 

禁止 


★可燃物（木壁、合板、ふすまなど）との距離を離す 


•ス I -ーブから可燃物との距離は、ち図の指定(上の距離を保つようにして 
<ださい。 

•ス I -ーブ上ちや前方の巧燃物などとの距離は必ず1 miU 上離してください。 
•上方の棚などからの落下物びないようにしてください。 

参カーテンなどび風でゆらいでもス I -ーブにふれないようにしてください。 
•家具などからは充分な距離を離してください。 

熱で変形や変色、自然発乂することびあります。 


★給油時消乂 

給油は必ず消乂し1 
に乂の気のない所飞 
乂災のおそれびあ C 

( p ) む- 

こいることを確認して、ス I -ーブの温度び充分下がってから、他 W 

r おこなってください。 ^燃 

ほす。 U 唯 

i ® 

★油漏れ確認 

•給油□□金は確! 
さい。給油□□含 
ます。 

参油タンクから油 t 

引こがめてください。給油□□金を下にして、油漏れびないことを巧かめてくだ 
ミを斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金びはずれて、乂災のおそれびあり 

巧扇れる状態では絶対に使用しないでください。乂災のおそれびあります。巧れを確り^ 


)0 

^ 確認 



★不良な油使用禁止 


変質な油、不純灯油（巧油 iU 外の油•水-ごみび混入した灯油など）などの不良な油は使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因になります。 


0 

禁止 


★ほこりの除去 


燃焼-温風空気取入 □ (ファンフィルター）は、週1回 iu 上必ず掃除してください。 

ごみ、ほこりなどで燃焼•温風空気取入□(フアンフイルター）びつまると、異常燃焼のおそれび 
あります。 


女異常.故障時使用禁止 


油漏れやにおい、すすの発生、炎の状態など異常や故障と思われるとさは、使用しないで 
ください。事故の原因になります。 

緊急の場合でちあわてずに消乂してください。 




★温風に直接あた！5ない 


温風に直接長時間あたったり、ス I -ーブの前に長時間い続けないでください。 
低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 

また、温風を直接吸い込まないでください。 

気分び悪くなることびあります。 



★移動-運搬するとさの注意 


•ス I -ーブを移動するときは、必ず消乂し、ス I -ーブの温度び充分下がってから油タンクを取り出し、 

傾けないように静かに移動してください。 

油び漏れたり、乂災になるおそれびあります。 

•修理-引越しなどでス I -ーブを運搬されるときは、油タンク、油受けざらの灯油を必ず抜いてください。 

運搬の途中に灯油びこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。 

参移動するとさは引さずらないで<ださい。 

床面、畳、カーペットに傷を付けたり、本体底面の塗装びはびれて請の原因になるおそれびあります。 


〇 

指示 


★高温部接触禁止 


燃焼中や消乂直後は、高温部、温風吹出□(ルーバー）に手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 































































































正安全のために必ずお守りください 


么注意に AUTION) 


女指や異物を入れない 


温風吹出□(ルーバー）や燃焼-温風空気取入□(ファンフィルター）やス I -ーブ内部に指 
や可燃物-針金などの異物を入れないで<ださい。 

けびや乂災のおそれびあります。 


★分解修理-改造の禁止 


故障、破損したら、使用しないでください。 

ス I ブは絶対に改造して使用しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 



分解禁止 


★保管時にしていただくこと 


長期間使用しないとき、または保管するときは、必ず灯油を抜いて、電源プラグをコンセントから抜いてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

乂災のおそれびあります。 


〇 

指示 


★電源コードを傷めない 


電源コードに無理な力を加えたり、傷付けたり束ねたり、物をのせたり加工しないでください。 
また、電源プラグを抜くとさは、電源コードを持って引さ抜かないでください。 

電源コードび破損し、乂災や感電の原因になります。 


★長期間使用しないときは電源プラグを抜く 


長期間使用しないとさは電源プラグをコンセントから抜いてください。 
乂災や予想しない事故の原因となります。 


★電源プラグは確実に差し込む 


電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください。 

(また、傷んだ電源プラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。） 
乂災の原因になります。 

濡れた手での抜さ差しはしないでください。 

感電の原因になります。 


★電源プラグのお手入れをずる 


ときどきは電源プラグを抜き、ほこり（及び金属物）を除去してください。 
(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良になり）乂災の原因になります。 


0 

禁止 


處 

電源プラグ 
を巧く 


〇 

指示 


〇 

指示 


★お子様やお年寄りのご使用に注意 


お子様やお年寄り、体のご不自由なかたびお使いになる場合は、ス I -ーブの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接触によるやけど、低温やけどや脱水症状などについて周囲の人び充分にを意してください。 


★13 要をかけたり物をのせない 


ス I -ーブの上にのったり、腰をかけたりしないでください。ス I -ーブの故障や、やけどのおそれびあります。 
ス I -ーブの上に花びんや、水を入れたものなどを置かないでください。 

水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 


〇 

指 7 F 


0 

禁止 


★廃棄するとさ 

ス I -ーブを廃棄®分するときは、必ず油タンク、油受けざら内の灯油を抜き取ってください。 
(「巨]点検.手入れ」の I 油タンク、油受けざ5の掃除1 参照） 

巧油び入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあります。 


〇 

指 7 F 


★次の場所では使用しない 

乂災や予想しない事故や故障の原因になります。 

C 水平でない場所、不安定な場^ 

•傾斜した場所や振動の激しい所では、使用しないで< 
ださい。 

対震自動消乂装置び誤作動することびあります。 
•しっかりしたじょうぶな場所で使用してください。 

参毛足の長いじゆうたんの上では使用しないでください。 

♦移動車両の中や、不安定な台上で使用しないでください。 
転落したり、乂災になるおそれびあります。 


_ 0 

風のあたる場所、部屋の出入□、屋外 ) 使用禁止 

•風のあたる場所や屋外では使用しないでください。炎 
び出て危険です。掃除機の排気にもを意してください。 

•部屋の出入□など人の通る場所、 

人びぶつかったりつまずく場所 
で使用すると、転倒して事故や 
乂災び起きるおそれびあります。 








































































么注意 (CAUTION) 


★次の場所では使用しない 


乂災や予想しない事故や故障の原因になります。 

C 暖炉などストーブが囲われる場所） 

•暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたを 
しないで < ださい。 

乂災の原因になります。 

0まこりや湿気の多い場所^ 

•粉類や繊維を取扱う場所や温室-養鶏場など塵やほこ 
りの多い場所では使用しないでください。 

燃焼-温風空気取入□(ファンフィルター）び目づま 
り状態になり、異常燃焼や異常過熱を起こすおそれび 
あります。 

^可燃性ガスの発生する場所、またはたまる場所つ 

•爆発や乂災の原因になります。 

C 理•美容院、クリ- ニ ング店などスプレ-やイ鮮飄を使う場所つ 

•理•美容院、メッキ、塗装工場、電子部品組立工場、 
繊維関係工場などでは使用しないでください。 

ス I -ーブの故障や、腐食性ガスの発生により金属- 
鏡-ガラスなどを傷める原因となります。 

•石油 ファ ンヒーターで暖房する部屋ではシ U コーンを 
配合した枝毛用コート液やへアート U — トメント（枝 
毛用）は点乂ミスや、途中消乂など故障の原因になり 
ますので使用しないでください。 


0 

使用禁止 

C 温室-飼育室など人のいない場所） 

•使用環境の変化で、予想しない事故び発生するおそれ 
びあります。 

C 不安定な物をのせた棚などの下) 

参落下物により乂災び起さるおそれびあります。 

^直射日光のあたる場所、温度の高い場所0 

•異常燃焼を起こすおそれびあります。 

•油タンクの灯油びあふれ出て乂災のおそれびあります。 

^高地 （1300 miU 上の場所 ） J 

•酸素濃度び薄いので異常燃焼 
を起こすおそれびあります。 



お願い （ NOTICE) 


★シリコーン配合製品を使用しない 


•石油フアンヒーターの故障の原因になることびを意表示されているヘアケア商品等は、シ U コーンび配合されています。 
石油フアンヒーターと同時に使用しないでください。 

•上記の注意表示びなくてちシ U コーンび配合されている商品（化粧品類、あ類等の防水剤•柔軟剤等、家具等のつや出し 
剤-保護剤等）も同時使用は控えてください。 

•やむなくご使用になる際は石油フアンヒーターの運転を一時的に停止し、使用後は換気を充分におこなってシ U コーン 
等の成分を屋外に排出してから運転を再開してください。 


★'灯油の廃棄 


巧油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


M 使用ずる場所 



















































































3 各部のなまス 


外観図 




操作部•表示部 


タンクふた 





操作部•表示部のなまえと使いかた、「点な」 • r 点滅」の意味 


チャイルド□ックボタン 


チャイルド□ックの設定•解除 
をおこないます。 


「固使いかた」の[チヤイル 


ド□ックのしかた 参照 



タイマーランプ 


タイマーボタン 


点な… タイマー運転待機中かタイマー 
運転中かタイマー運転終了時です。 
，卓、滅 •••タイマー時刻を設定中です。 

タイマー運転の設定をお 
こないます。 


「固使いかた」の 1 タイ 

ノ 


マー運酷のしかた 1参照 



エコ運転の設定•解除をお 
こないます。_ 

「固使いかた」のをコ 


運乾のしかた I 参照 


高地ボタン 


高地仕様の設定•解除をお 
こないます。 


「囲 使用前の 準備」の 
圖地調整」参照 


運転ランプ 


r 運転スイッチ 

点滅…予熱中です。 

^点な…運転中です 。 J 


運転の入•切をおこないます。 


「圆 まいかた」 の庶乂 のしかた、タイマー 


、運起のしかた1、1消乂のしかた 参照 ) 


温度/時刻合わせボタン 


室温の設定、時刻の設定をおこない 
ます。 


「团使用前の準備」の 視在時刻の 
設定のしかた I 

「固使いかた」の I 室温の調節のに 
かた]、诊イマー運乾のしかた I 参照 


消臭点义-時間延長-給油延長ボタン 

運 

転 

L 重 

チ 

燃焼中に押したときから、 
再度約 3 時間の燃焼継続 
び可能になります。 

「固 使いかた」 の 1 消し忘れ消乂 
装置の使いかた 1 参照 

タイマー運転から、通常 
運転に切り替えるとさに 
押します。 

「固使いかた」のタイマー運乾 

のしかた 参照 

給油延長運転をするとさ 
に押します。 

「团 使用前の 準備」の 1 給油の目 

安 • 給油延長運酷のしかた 1 参照 

切寺 

1_ ツ 

チ 

消臭点火の設定.解除を 
おこないます。 

「己使いかた」 の 点乂のしかた 

参照 















































































































































































































































































































































m 使用前の準備 


り^トーブを取り出す I 

包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになったうえで、包装箱から 
包装材などを取り除さ、製品を傷付けないように取り出してください。 

包装箱や包装材はス I -ーブを保管するとさに必要です。取扱説明書む忘れず 
に保管してください。 


燃料 



善燃料は巧油 （ J に1号巧油）を必ず使用してください。 

善不良'打油（変質な油、不純な油）は、絶巧に使用しないでください。 


A を険 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないで 
ください。少量の混入でら、乂災の原因になりまず。 



D ® 


ガソリン禁止 


•変質灯油、不純な油(灯油じ(外の油•水-ごみび混入した灯 
油など）などの不良な油は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因になります。 

•市販されている助燃剤(添加剤）は使用しないでください。 
異常燃焼を起こすおそれびあります。 

善口油の保管のしかた 

•灯油は必ず火気、雨水、ごみ、 

高温および直接曰光を避けた 
場所に保管してください。 

•灯油容器は専用のされいな容 
器を使用してください。また、 

灯油容器は必ず色付さの灯油 
専用容器を使用してください。 







を参禁止 

^ InmL 


'打油とガソリンの見分けかたのポイント I 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のない所でおこなってください。） 

〇巧油 

X ガソリン 

4 擲 


\ 濡れたままです。 

すぐ乾いてしまいます。 


•な油容器内の灯油び少ないと温度変化により結露して水 
びたまることびあります。 

• ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでください。 
•お子様の手のとどかない所に保管してください。 


( 変質'打油とは） 

•ちい灯油。に年上持ち越したな油) 
•曰光の当たる場所や、温度 
の高い場所に保管した巧油。 

•容器の而たび開けてあった 
り、乳白色の容器で保管し 
た灯油は変質しやすい。 

•変質のひどいものは黄色味 
をおびた0、すっぱいにお 
いびします。 


良い保管 


直射曰光、雨水び当たらず、 
火気のない冷暗所へ保管。 



悪い保管 


勢離臂潑懲 



0 


禁止 



0 

使用禁止 


( 不純な油とは） 

•灯油(外の油（ガソリン、 
シンナー、天ぷら油、機械 
油、重油など）びほんの少 
しでも湿入した灯油。/ k . W 、 
•水やごみび混入 かソがの 

したな油。 



不良'打油（変質'打油-す純'打油）の見分けかた につの]ップを廳して、片方には水を、もう肋口规油を人れて離に白い紙をあてます。） 


水と同じ無色透明なら正常。 



白い紙— 


少しでを色びついていたら使用しない。 



白い紙— 


0 


使用禁止 


不良灯油の見分けかたはたいへん 
難しいので、メーカーのはっさり 
しない灯油は使用しないでくださ 
し、 


変質丹油や不純丹油などの不良な油を使用すると 


•変質灯油や不純な油などの不良な油を使用し 
ますと、 バーナーに 多量のタールびたまり、 
点火しなくなったり、燃焼び悪くなったり、 
激しいにおいびしたりします。 

•水の混入した灯油を使用しますと、炎びルさ 
くなり火び消えてしまいます。また、油タン 
クに灯油び残っているのに、「 n 」を表示 
することびあります。 t 

•ガソリン、シンナーなど揮発性の高い油を使 
用しますと、火災の原因になります。 


^万-変質丹油や不純打油などの不良丹油を使ったときの処置のしかた" 


油タンク、油受け、油受けざら内の悪い灯 
油を抜さ取り、良質の灯油で内部を2〜3 
回洗ってからご使用ください。 

(「团点検-手入れ」の 畑受けの掃除] 、 

I 油タンク、油受けざ S の掃除 I 参照） 

変質灯油や不純な油などの不良灯油を抜さ 
取ってわ効果のないとさは、販売店までお 
問い合わせください。 


お願い 


変質打油や不純灯油などの不良灯油び原因でアフターサービスを依頼されたときは、保証期間中でも有料修理となります。 

































































































給油のしかた 


1油タンクを取り出す。 

I •油タンクを取り出し、給油□□金を、左 
に回して開けてください。 

•給油□□金を取りはずす前に、先端の弁部を押 
すと、給油□□金び取りはずしやすくなります。 



油量計を見なが5給油する。 

•市販の給油ポンプの先端をジャパ' ラの手前まで 
差し込んで、油量計を見ながら給油して<ださ 
し、（ホースび抜けないように注意しなびら給油 
してください。） 

•灯油は、油量計のほぼ上部(ち図の給油位置啤〇 
まで給油してください。 

油タンクの油面び上昇してくるとオレンジ色か 
ら黒色に変わります。 

入れ過ぎますと、あ而れ出ることびありますの 
で充分ま意してください。 

, -お願い 

•油タンクの中にある 「こぼれまお」 の弁び、給油□のおくまで上びっているときは、弁を下 
へ押し下げてください。 

•油タンクの中にある 「こぼれま栓」 は、給油□□金びはずれたときに、油漏れを防ぐ装置です 
ので、取りはずさないでください。 

給油口 


オート給油ポンプ（自動停止装置付）を使用する場合 

•市販のオート給油ポンプ（自動停止装置付）の中には、 「こぼれま栓」 と干渉して、次のような不具合状態 
になり、正しく給油でさないものびあります。 

〔不具合]]スイッチを入れると、すぐに停止してしまラ。 

(処置）•油タンクに差し込むホースのセンサー部の位置（方向）を変える。 

(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換する。 

2自動停止しない。な油びあ而れてしまう。 

(処置）•ポンプの取扱説明書に従って、固定具の位置を調節する。 

•上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直ちに給油を中止し、他の給油ポンプ（手動式ポンプな 
ど）を使用して、正しく,給油してください。 




3給油口□金を r カチッ」と音びするまで、ち「〇」へ回して、しっかり締める。 

U •カチカチと何度も音びしても大丈夫です。正しく締まると油タンクの赤色の線び見えなくなります。 
•給油□□金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 


お願い 


給油□□金を斜めに締めたりず 
ると、簡単に,給油□□金がはず 
れて、乂災の原因になりまず。 






•油タンクから灯油び漏れる状態で使用しない 
で < ださい。 

火災のおそれびあります。 

•同時に多数の油タンクに給 
油する場合は、類似してい 
る給油□□金びありますの 
で、間違えないよラにして 
ください。 

灯油び出なくなったり、故，,1、_ .1 
障の原因になります。 lijimfjfl 

•灯油容器の而たも、しっか\\ 

り締めておいてください。 


〔本機用の給油□□金：! 




こぼれた'打油はよくふき取る。 

•こぼれた灯油は必ずさ 
れいに而さ取ってくだ 
さい。危険ですし、燃 
焼中に臭気び発生する 
原因にわなります。 



油タンクをセツトする。 


•油タンクを、本体に正 
しく、ゆっくりとセツ 
卜してください。 









































































































互使用前の準備 


給油の目安-給油延長運乾のしかた 


油タンクの灯油び空になってわ、油受けざら内に残っているな油を燃焼させることで、燃焼を延長（給油延長運 
転）させることびでさます。 

給油延長運転中は、室温に関係なく最ルの燃焼をします。 

V _ J 



油タンクの'打油がなくなると、「 0 」表示 
が点なし、「ピー」音び鳴ります。デジタル 
表示部に残り燃焼時間（分）「/日」を表示し 
ます。 

•「運転スイッチ」を押して消火してから、給油し 
てください。 

•給油しませんと、2分ごとに「ピー」音び鳴りま 
す。約]日分後に、「0」表示び点滅し、デジタ 

ル表示部の残り燃焼時間表示び「-」表示 

となり自動消火します。 


2給油延長運転をするとき 

t •油タンクの灯油びなくなり「0」表示び点灯したときに、 「，給油延長ボタン」 を巧すと、「0」表示び点滅 
に変わり、給油延長運転をして 最大約60分 間の燃焼継続をします。デジタル表示部の残り燃焼時間表示(分) 
び変わります。 

給油延長運転中は「 Q 」表示び点滅します。残り燃焼時間び10分下になると2分ごとに r ピー」音び鳴り 
ます。 

•自動消火する前に、「運転スイッチ」を巧して消火してから給油してください。 

•給油しませんと、「 Q 」を表示し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示び「-」表示となり自動消火 

します。 


「給油延長ボタン」を押すと、時間延長(燃焼）を同時にセットされます。 

(「固使いかた」の I 消し忘れ消乂装置の使いかた I参照） 

V_ _ _ J 


点乂前の準備と確認 


1水平の確認をする。 

I •スI-ーブは振動のない、水平でしっかりした場所に設置してください。 

ストーブび、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 

•ストーブを傾いた状態で使用しますと、対震自動消火装置び誤作動することびあります。また、転倒しやす 
く、異常燃焼の原因になります。 



電源プラグをコンセント（家庭用 AC 100 V ) に確実に差し込む。 

• 「ヒー」昔びします。 設定温度室内温度 

•デジタル表示部に表示び点なします。 r 1 






電源プラグ 


















































高地調整 


燃焼に必要な酸素濃度び薄くなる高地 （8 日日〜] 300 m ) では高地調整をしてください。 



設定のしかた 

(" 1 ) 細い棒状のもので r 高地ボタン」を押しながら、電 
^源プラグをコンセントに差し込む。 

• 「ピー」音びして「 A 」表示び点なし設定されます。 
•高地設定は停電や電源プラグを抜いた後でち記 
憶しています。 


解除のしかた 

(2； 電源プラグをコンセントか5巧いて、再度細い棒状のもので「高地ボタン」を押しなが5、電源プラグをコン 
^セントに差し込む。 

• r ピー」音びして「 A 」表示び消灯し解除されます。 


現在時刻の設定のしかた 



(運輯停止中にしかできません） 

dB 現在時刻び午後 7 時 10 分の場合 


① 


または 


のボタンを一度巧ず。 

r ピー」音びして「----」表示び点滅します。 

のボタンを押して 


(2) デジタル表示を見なが6 
「た/」に合わせる。 

(3) デジタル表示を見なが6 
「心」に合わせる。 


のボタンを押して 


のボタンは、一度押すごとに]時間または]分間ずつ進みます。巧し続けますと連続的に進み 

V のどちらかのボタンを巧し 


ます。 

•時刻合わせをする場合は、デジタル表示部の時計表示び点滅している間に 
てください。 


時刻合わせびでさなかった場合は、わラー度^ - 


または 


>のボタンを巧してやり直して<ださい。 


( d ^ が、点滅か5点： m こ変わり、設定が完了しまず。 

X -お願い- 

•ス I -ーブの時刻表示びズレる場合は、電源プラグを一度抜いて、わラー度差し込み直して、時刻を設定し直 
してください。それでも直らないとさはお買い求めの販売店までお問い合わせください。 

•ス I -ーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグを抜いて再通電した場合、 I を定温度室内温度 
デジタル表示はち図のように:表示び点灯しますので、現在の時刻を設定し 
てください。 



★省電力機能 

デジタル表示部の時計表示は、約5分間経過しまずと、省電力機能がはた5いて、デジタル表示部が消なして、 
電力の消費を抑えまず。 

時刻を確認したい場合は、操作部の「運転スイッチ」外のどれかのボタンを押すと表示します。「運転スイッチ」 
を押すと点火動作に入ります。健転中及びタイマー運転待機中にこの機能ははたらきません。） 

















































































量使いかた 

点乂のしかた 


P デジタル表示部 

-ミお宜実 TTT -;軍ま；^^、ノ 



消臭点乂ボタン 
時間延長ボタン 


購入後初めてお使いになるとさや、電源プラグを抜いた 
状態から再度お使いになるときには、消臭点火に設定し 
てありますので、最初から表示び点灯します。 

消臭点火は、点火までの時間を 約 150秒にして、予熱 
を充分におこない、点火時のにおいを少なくする点火方 
法です。 

("[) r 運輯スイッチ」を押して「入」にずる。 

•「ピー」音びして「運転ランスび点滅します。 
•デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示し 
ます。 


油タンクに灯油びあるのに 「 Q 」 表示び点灯、または点滅している場合は、油受けを取り出し、ごみや水を 
捨て、灯油で洗浄して<ださい。 

(「巧点検-手入れ I の I 油受けの磊勵 参照) 


( p ) 約 150 秒後に自動的に点乂し、「運輯ランプ」が点なに変わりまず。 


★消臭点乂解除方法 

〇「運乾スイッチ」 び 「切」 のときに r 消臭点乂ボタン」 を押すと、 「 m 」 表示び消灯して消臭点火び解除され、 
点火までの時間び短かくなります。 （約 90 秒） 

室内温度び 6 むを下まわる場合は、点火までの時間び 約 150秒のままです。 


-お願い- 

•初めて運転するときや、ストーブを移動させたり、激しい振動び加えられた後に運転するとき、白煙（灯油の 
蒸気）や臭気び出ることびあります。これは、移動、振動によりバーナー（燃焼部）内に落ちた余分な灯油び 
蒸発することによるわので、一度点火し、余分な灯油びなくなれば白煙や臭気はなくなります。このような場 
合は白煙、臭気びなくなるまでは（窓を開けるなど）換気をおこなってください。 

•点火時にバーナー（燃焼部）内で、「ボツ」といラ音や「ゴーゴー」といラ音びします。これは点火を確実に 
するためで異常ではありません。 

•点火時には少しにおいびあります。 

•燃焼中「チツチツチツ」といラよラな音びすることびありますび、電磁ポンプの音です。また、燃焼中に 
「ジユツジユツ」、「シヤンシヤン」などの音びする場合びありますび、これはな油び蒸発する音です。異常で 
はありません。 

•消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後約 3 時間で自動消火をします。燃焼を継続する場合は、 
消火する前に「時間延長ボタン」を押してください。（「固使いかた」の I 消し忘れ消乂装置の使いかた I 参照） 


炎の状態 


ストーブを使用ずるときは、正常に燃'焼しているか燃'焼確認窓か 5 炎の状態を必ず確認してください。 


f (ここに表示した状態は「強」（最大）燃焼の状態です） ^ 

炎 

の 

図 

正 常 

m ^ (^) 

使用禁止 

i 



i 

l_J 

i 

i 


i 



状 

態 

•青炎燃焼で炎の先端 
に多少黄炎び入る。 
•炎の伸びや、燃焼 
音びルさい。 

炎び黄色 < 燃焼音び 
大さい。 

♦炎び高く伸び、炎全 
体び黄色。 

•「ポー」というような 
異常音びする。 

姆 

置 


•燃焼-温風空気取入 □ (ファンフィルター） 

を掃除する。 

•お買い求めの販売店にご相談ください。 ^ 























































































(運輯中にしかでさません) 


室温の調節のしかた 



購入後初めてお使いになる場合は、 
「み3」 （2 ぴ C ) び設定温度となり 
ます。 


設定温度室内温度 


抓 


t nTc 
iij 

消臭 


① 


t ボタンを1度巧ず。 


「ピー」音びして「 C 」表示び、点滅します。 

(2) 温度を上げるとさ。 

デジタル表示を見なびら I 

(3) 温度を下げるとさ。 

デジタル表示を見なびら E 


f のボタンを押す。 


のボタンを押す。 


•温度設定をする場合は「 C 」表示び点滅している間に B 


'ボタンのどちらかを押してください。設定で 


きなかった場合はわう一度押して、やり直してください。 

•設定温度は] 2む〜28む、室温表示は0む〜32でまで表示します。 

•設定温度にコント□ールするために自動的に火力を調節します。 

•一度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、消火後再運転する場合、同一設 
定温度 f なります。 


お願い 


>温度調節は燃焼•温風空気取入 □ (ファンフィルター）近くの温度を感知しておこないますので、ス I -ーブ 
の位置や部屋の大ささなどで、必ずしわ、デジタル表示部の室内温度表示と、室温とは一致しません。 


エコ運転のしかた 


(運転中にしかできません） 


エコ運乾とは… 

•灯油の消費を抑えることにより、 C 02 排出量を抑えた環境にやさしいエコ□ジー機能です。 

•エコ運転中はデジタル表示部に「{三 [ G 」 表示をし、設定温度と室内温度は表示しませんび、灯油を節約す 
るために内部的に下記の制御をします。 

①設定温度び26で1^^(上の場合は、25むに切り替わります。 

③設定温度より室温び約3で上昇しますと、自動的に消火します。自動消火した後でわ、運転ランプは点灯 


したままになり、デジタル表示部に「趣®」を表示します。 

③ 室温び設定温度を下まわると自動的に再点火します。 

④ 室温び設定温度付近で安定した場合に、設定温度を rc 下げ、これを設定温度び20むになるまで繰り返し 
ます。 


>エコ運転中に 
さます。 


'ボタンを押すと、設定•室内温度表示に切り替わり、温度設定をすることびで 


エコボタン 



設定のしかた 


① 


解除のしかた 


「エコボタン」を押ず。 

♦「ピー」音びして[日」表示に切り替わり、 
設定されます。 

エコ運転は一度設定すれば、記憶されます。た 
だし、設定び記憶されていても消火時には表示 
されません。 


(D 


「エコボタン」を押ず。 

•「ピー」音びして設定-室内温度表示に切り替わり、解除されます。 
•電源プラグを抜いたり、停電びあった場合は、自動的に解除されます。 
•解除後はエコ運転設定前の設定温度にわどります。 


a 



































































































国使いかた 


タイマー運乾のしかた (タイマーを使用して暖房を始めたいとき) 


タイマー運転をする場合は、「图使用前の準備 I の 隔在 時刻の設定のしかた 1 に従って、時刻合わせをしてからで 
ないとタイマー運転でさません。 


ー タイマーランプ 

——デジタル表示部 



通常、タイマー運転設定時刻の0分から2己分 
前に運転を開始します。 

このストーブのタイマー運転は、フアジーコ 
ント□ールで、お部屋の大ささと室温により 
自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、 
お部屋を暖かくしておさます。 


設定のしかた 


dB 午前6時30分に設定したいとき 

(1) 「タイマーボタン」を押ず。 

一 r ピー」音びしてデジタル表示部び r -- : - 

(2) デジタル表示を見なが 5叫 

( 3 ) デジタル表示を見なが5 


設定温度_室内温度 


」表示に変わり、「タイマーランプ」び点滅します。 

のボタンを巧して 「 S 」 に合わせる。 



のボタンを押して「ぶ}」に合わせる。 


t のボタンは、一度押すごとに]時間または5分間ずつ進みます。押し続けますと連続的に進み 


のどちらかのボタンを押して 


ます。 / 

•時刻合わせをする場合は、「タイマーランプ」び点滅している間に t 
ください。 ^ 

•設定でさなかった場合は、わう一度「タイマーボタン」を押してやり直してください。 

( 4 ) 「タイマーランプ」が点滅している間に、 r 運輯スイッチ」を押して「入」にずる。 

一 •「タイマーランプ」び点灯し、デジタル表示は現在の時刻を表示してセットび完了します。 

•タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば、変更しない限り、「タイマーボタン」を押して「タイ 
マーランプ」の点滅中に、「運転スイッチ」を押して「入」にするだけで同一時刻で設定び完了します。（停 
電や電源プラグを抜いた後でもタイマー時刻を記憶しています。） 

•「運転スイッチ」び、「入」になっているときに、「タイマーボタン」を押すと、タイマーランプび点滅し、 
設定された時刻び表示され、少し待つと、「タイマーランプ」び点灯しタイマー運転び設定されます。 
•タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


解除のしかた 


タイマー運転を設定した後に、タイマー運転の解除あるいは通常運転をおこないたい場合。 
(5) 「運聞スイッチ」 を押して 「切」 にする。一[タイマー運転の解除] 

( B ) 「運輯スイッチ」 を再度押して 「入」 にする。一[通常運転開始] 


タイマー運転の注意事項 


r •タイマー運転をした場合、 点乂後約1時間後に自動的に消乂 し、「タイマーランプ」び点灯した状態で、デジ 
タル表示部の 「，％-」 表示び点なします。連続運転するとさは、タイマー運転の点乂後]時間1；^内に「時間 
延長ボタン」を押してください。これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空気不足で危険 
となるためで、手を而れない場合は、自動的に消火します。 

•残りの燃焼時間び、 ] 日分になるとデジタル表示部に数字で/分3, • /と表示し、2分ごとに「ピー」音でお 
知らせします。 

•通常運転中に「タイマーボタン」を押すと、消火して「タイマー運転」の待機状態になり、タイマー運転時 
刻に自動的に点火します。 

(ただし現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になりません。） 

•タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に「タイマーボタン」を押すと、約]日 
秒間表示します。 

•タイマー運転操作後に停電びあったとき、ストーブを揺らして対震自動消火装置び作動したときは点火しません。 



























































消乂のしかた 



( J ) 「運輯スイッチ」を押して「切」にずる。 

♦「ピー」音びしてデジタル表示部は現在の時刻を表示し、 「 Jl 黃」表示び点滅して、消臭機能の作動中を表 
TJX します。 

•消火後、しばらくはス I -ーブ内部を冷やすために対流用フアンは回転し続けます。（この間、 「 m 」 表示 
は点滅しています。） 


( -消乂時の注意-^ 

•消火後、対流用ファンび止まるまで、電源プラグをコンセントから抜かないでください。音び出たり、炎び 
出たり、すすび発生して再点火後に安全装置び作動してエラーで停止することびあります。（「圓故障•異 
常の見分けかたと姐置方法」の I 異常のお知 S せ（デジタル表示の見かた） I 参照） 

•緊急のとさを除いて、消火は必ず「運転スイッチ」を使用してください。電源プラグを抜いて消火させないで 
ください。 

V_ y 


/-お願い- S 

•消火操作をしたとさは「運転ランプ」の消灯とバーナー（燃焼部）内の火び消えることを確認してください。 
•消火時にはバーナー（燃焼部）内で「ボッ」という音や「ゴーゴー」という音びします。これは消火を確実に 
するためで異常ではありません。 

•消火直歡燃焼•温風空気取入 □ (フアンフイルター）は高温になることびあります。 

•点火してすぐに消火操作をしたとさ、さつい臭気び発生することびあります。点火後約2日分はでさるだけ 
消火しないでください。 

•長期間留守にするときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いておいてください。 

V_ y 


消乂後再点乂ずるときの注意 


•消义後ずぐに再点乂ずると、異常音が出ることがありまずので、しば5く待ってか5再点乂してくださし、。 

•ストーブび暖かいうちに再点火操作をしたときの予熱時間は、約 40 秒です。 


消し忘れ消乂装置の使いかた (運乾を延長したいとき) 


•消し忘れによる、万一の事故を防止するために、 点乂してか5約3時間燃焼が継続ずると、 
デジタル表示部に「5%-」を表示して、自動的に消乂しまず。 

•残りの燃焼時間び、 ] 日分になると「デジタル表示部」に数字で /, a S ’• /と表示します。 
•この間、2分ごとに「ピー」音でお知らせします。 

〇消乂ずる前に「時間延長ボタン」を押ず。 

•その時点から再度約 3 時間の燃焼継続び巧能になります。 

•自動消火した場合は、再点火操作をしてください。 


設定温度室内温度 

3 Hr 


設定温度室内温度 









































































国使いかた 


クリーニング燃焼表示 


•クリーニング 燃焼は ノ く ーナー （燃焼部）内のちれを除去するための燃焼です。 

•強燃焼で約2時間上の連続運転をしますと、デジタル表示部にを表示して 
自動的に弱燃焼によるクリーニング燃焼をおこないます。（約已分間カウントダウンしま 
す）その後自動的にわとの燃焼状態にちどります。 


設定温度室内温度 

な 

n -nc 

しし - LID 

m 


換気表示 


•閉め切った部屋などで長時間運転をすると不完全燃焼防止装置び作動して「寺!^」表示 
び点滅し「ピー」音び日秒間鳴って運転を停止し、デジタル表示部に「----」表示び 
点滅します。 

•連続して不完全燃焼防止装置び作動した場合は、不完全燃焼通知機能び作動します。（個安 
全装置」参照） 

•運転して]時間経過するたびに「」表示び約1分間点なします。 

「寺表示にたよらず、 ] 時間に]〜2回 （1 〜2分程度）は必ず部屋の換気をしてくだ 
さい。 


設定温度 室内温度 

• • • • 

お 


チャイルド□ックのしかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」を押しても点火しないようにし 
たいとさに使用します。 



設定のしかた 

(^) 運輯中や運輯停止中に r チャイルド□ックボタン」を3秒じ Lb 長巧しずると「日」が点なし、チャイルド□ック 
^が設定されまず。 

•運転中は「運転スイッチ」で消火のみ操作巧能です。設定温度の変更などの他の操作はでさません。 

•運転停止中はすべての操作びでさません。 


解除のしかた 

(V) チャイルド□ックが設定されているときに「チャイルド□ックボタン」を3秒じし b 長押しずると「日」が消な 
^し、チャイルド□ックが解除されまず。 































































国安全装置 

•安全装置び作動するのは何らかの異常びあるとさですから、下記の処置をしてむ正常にならないとさは、 
お買い求めの販売店にご相談ください。 

•再点火操作とは一度「運転スイッチ」を押して「切」にしてから再び押し直して「入」にすることをい 
います。 

•すべての処置は必ずス I -ーブを消火し、ス I -ーブの温度び充分下びってからおこなってください。 


安全装置名 

はた5さ 

処 置 

巧震自動 
消乂装置 

•運転中にストーブび地麗震度約已(上)や強い振動、 
衝撃を受けたとさ、火災などの危険を防ぐために 
自動的に運転を停止します。 

•地震によって作動した場合は、周囲 
の可燃物、ストーブの損傷、油漏れ 
など異常びないことを確認した後、 
再点火してください。 

不完全燃焼 
防止装置 

•換気不良、手入れ不良、その他の異常によりバーナ 
-(燃焼部）への空気の供給び不足したとさ不完全 
燃焼による危険を防止するわのであり、自動的に燃 
焼を停止します。 

•不完全燃焼通知機能 

不完全燃焼防止装置び連続して作動したとさ、不 
完全燃焼による危険を防止するために、作動した 
ことを通知して、自動的に燃焼を停止します。 

(HH H !から！-11-! H 二!を表示) 

•作動した場合は本体び充分に冷えて 
から電源プラグを抜き、燃焼•温風 
空気取入 □ (フアンフイルター）の 
掃除をし、部屋の換気をした後、電 
源プラグを差し直して再点火してく 
ださい。（販売店にご相談ください。） 

(「图点検-手入れ」の1 燃焼.温風 

空気取入 □ (フアンフイルター）の 

の掃除 1参照） 



•再点乂防止機能 

不完全燃焼通知機能び連続して作動したとさ、不 
完全燃焼による危険を防止するため、自動的に燃 
焼を停止します 。 (HH を表示します。）再点火 
防止機能び作動すると、後の点火操作びでさな 
くなります。 

•作動した場合は販売店にご相談くだ 
さい。 


この装置は、 
ちのであり、 
を補給してく; 

あくまでも不完全燃焼による危険を防止ずるための 
使用中は必ず1時間に！〜2回換気して、新鮮な空気 
ださい。 


点乂安全 
装 置 

•点乂ヒーターのホ熱不足や、パ'ーナーヴー5スタ 
の不良による点火不良。 

•点火ヒーター、電磁ポンプ、ブ□アモーターなど 
の故障により点火しないとさに、運転を停止しま 
す。 

•点火ヒーターの故障び原因で運転を 
停止したとさはバーナー底に灯油び 
たまります。 

完全に乾燥させてから、ご使用くだ 
さい。（販売店にご相談ください） 

停電ち全 
装 置 

•運転中に停電や電源プラグを抜<などして電源び 
切れたとさは、自動的に運転を停止します。 

再び通電されても運転しません。 

•タイマー運転中に停電びあった場合、タイマー運 
転は解除されます。 

•再点火操作をします。 

•現在時刻の設定とタイマー運転の設 
定をやり直します。 

(「困使用前の準備」の1 現在時刻の 
設定のしかたし 1 同 使いかた」の 
タイマー運乾のしかた 1参照） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停止さ 
せる安全装置です。 

•再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

•ブ□アモーターの故障や異常燃焼や燃焼-温風空 
気取入 □ (フアンフイルター）のほこりつまりなど 
の原因でストーブび異常過熱したとさ、火災など 
の危険を防ぐために燃焼を停止します。 

•燃焼*温風空気取入 □ (フアンフイ 
ルター)のほこりを取り除いてから、 
再点火操作をします。 

(「图点検-手入れ」の1 燃焼•温風 

空気取入 □ (フアンフイルター）の 

掃除 1参照） 

消し忘れ 
消乂装置 

•消し忘れによる危険を防止するために、点火して 
から約3時間、燃焼び継続すると自動的に運転を停 
止します。 

•消火する前に「時間延長ボタン」を 
押す。 

♦消火した場合は、再点火操作をします。 

気密油タンクの 
給油時消义装置 

•運転中に油タンクを取り出したとさ、自動的に運 
転を悟止します。 

•油タンクに給油して、本体にもどし 
てから再点火操作をします。 






































万一油漏れによって、油のたまり、油にじみび生じているとさ 
は、消火操作をし、原因を確かめ防漏処置をし、油漏れびなく 
なったことを確認した後、漏れた灯油を取り除いてから点乂操 
作をしてください。 


•油タンクの給油□□金の弁部などに、ごみびはさまっている場合びありますので取り除い 弁部 
てください。 




•ス I -ーブに付いたほこりや巧れは、掃除機で吸い取ったり固くしぼった濡れ雑巾などで/き取ってください。 
巧れたままのご使用は危険のむとですし、ストーブの傷みを早めます。 


燃焼-温風空気取入口（フアンフィルター）の掃除 


•ストーブ背面にある燃焼*温風空気取入 □ (フアンフィルター）にごみや 
ほこりび目づまりしますと、燃焼用の空気量び減って不完全燃焼の原因 
になったり、温風用の空気量び減って過熱防止装置びはたらいて消火し 
ます。 

•燃焼*温風空気取入□(フアンフィルター）に付いているほこりを、掃除 
機などで吸い取ってください。 

•燃焼*温風空気取入□(フアンフィルター）の目びつまっている場合びあ 
りますので、やわらかいブラシなどで燃焼*温風空気取入 □ (フアンフ 
ィルター）の目のつまりを掃除してください。 

•布などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

-お願い- 



燃焼*温風空気取入□(ファンフィルター）は取りはずさないで 
ください。 

ルームヴー5スタび断線したり、感電のおそれびあります。 


温風吹出 □ (ルーバ ー） の掃除 


温風吹出□(ルーバー）び巧れたり、ほこりび付着した場合は、掃除 
機や、固くしぼった濡れ雑巾などで而き取ってください。 

-お願い- 

このとさ必ずストーブを消火し、電源プラグをコンセントから抜 
いて、温風吹出 □ (ルーバー）び;令えてからおこなってください。 
やけどをするおそれびあります。 



ほこりの掃除 


点検 • 手入れ 


点検-手入れのしかた 




•点検•手入れをずるときは、必ずストーブを消乂し、電源プラグをコンセントか5抜いて、ストーブの温度が巧 
分下がってか5おこなってください。やけどや感電をずるおそれがありまず。 

•部品に触るときや、内部を掃除するときは、手をけびしないように、手袋をはめておこなってください。 

•ス I -ーブをベンジン、シンナーなどで而かないでください。変色します。 

•電装品やバーナー（燃焼部）の取りはずし、分解はおこなわないでください。 




周囲の可燃物の点検 


ス I -ーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えやすい物を置かないようにしてください。 
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油漏れ、油のたまり、油のにじみの点検 


にり 
油あか 
こまん 

卸せ 
置じま 


















































































油受けの掃除 


•油受けは、好油は通しますび水は通しにくいフイルターでできています。油受けに水やごみびたまると、油タンクに 
な油びあるのに、「 Q 」表示び点打することびあります。 

• 「油タンク」を取り出してから、「油到ブ」を傾けないように取り出し、たまった水やごみを取り出してください。 



巧震自動消火装置の点検 


•燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消火するか点検してください。 
•自動的に消火しますと、デジタル表示部に「卜5」を表示します。 


気密油タンクの給油時消乂装置の点検 


•燃焼中に油タンクを抜いて、自動的に消火するか点検してください。 

•約已秒後に自動的に消火しますと、デジタル表示部に「-」「0」を表示します。 

給油ポンプ ^し 

(ななめに入れる ），, ffs / 1 も八、ムム。， 


ス I -ーブから油タンクと油受けを取り出 
し、市販の給油ポンプ（手動式）などで 
油タンク内や油受けざら内の水やごみを 
取り除いてください。 

油タンク内のわずかに残った灯油は、油 
タンクに給油□□金を取り付け、油受け 
を給油□□金に押し当て、油タンクを上 
下左ちにゆすって抜いてください。 



シーズンに！〜2回 !; Lb 


油タンク、油受けざ5の掃除 


( -お願い- 

油タンク内のこぼれま栓は、はずせません。割り箸などの棒を使って、こぼれま栓を押し下げたりしないでく 
ださい。中に入ってしまうことびあります。 


電源プラグ、コンセントの点検 

電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると火災の原因になることび 
あります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりや巧れを取り除いてく 
ださい。 



国定期点検 

^長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に安全に 
お使いいただくために、2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買いホめ店、または修理資格者〔(財）曰 
本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)など) 
のいる店、当社などに点検依頼されることをおずずめしまず。（有料）_ 


居情点検] 

•石油フアンヒーターの補修用性 
隹長年 ご 使用の石油フアンヒーターの点検を/ 能部品の保有期間は、製造巧切 

り後6年でず。 

り 

ご使用の際 
このようなことは 
ありませんか 

♦油漏れする。 

♦燃焼中強いにおいがする。 
•炎が異常に範い。 

♦予熱時間が異常に長い。 

♦運乾中異常な音がする。 
♦その他の異常-故障がある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のた 
め、コンセントか5電 
源プラグを巧いて、必 
ず販売店に点検•修理 
をご依頼ください。 






























































































曼故障-異甫の見分けかたと処置斑-修里を願される前こ 


異常のお知 S せ（デジタル表示の見かた) 


安全装置び作動すると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障•異常の原因び表示「エラー表示」 
されます。繰り返し表示するとさや運転しないとさは、お買い求めの販売店へご連絡ください。 


与^’ジタル表示 

表示の意味 1 

C • n 

L U 

•過熱防止装置が作動しました。 

F-S 

•停電消乂後電源び入りました。 

•タイマー運転待機中に停電し、その後電源が入 1 
0ました。 


•消义後すぐに再点乂操作しました。 

•点义安全装置が作動しました。 1 

(•燃焼部にシリコーン酸化物が付着しました。） 

い; 

•本体を傾けたり、強い振動、衝撃を受けたため 
自動的に消义しました。 1 

•地震(震度約己じ1上）により消义しました。 

r r 

c -〇 

•換気不良•手入れ不良、その他の異常によりバ 
-ナ (燃焼部）への空気の供給び不足したので 
不完全燃焼によるを険を防止するため、自動消 
乂しました。（不完全燃焼防止装置が作動） 

• • • • 

^ 良換気 

H! •が 1 
卜}!诚 
卜が!巧 

•不完全燃焼防止装置が連続して作動すると、不 
完全燃焼通知機能びはた!5きお知5せします。1 
(卜 IHHI か表示) 

画し ! 

•換気しないでそのままさ5に不完全燃焼防止装 
置（不完全燃焼通知機能）が作動すると、再点 
义防止機能びはたらを、消义して点义できなく 1 
なります。 （ mw 表示） 1 

E-1 

•室温び33たじ1上になりました。 1 

ら -8 

•ブ□アモーターび停止しました。 1 

• • • • 

。給油 

•な油びなくなり消义しました。 1 

•油タンクを取り出したため、気密油タンクの給 1 
油時消乂装置が作動しました。 1 

お广 

タイマーランプ 1 

•タイマー運転が終了しました。 1 

ilHr 

•消し忘れ消义装置にて消义しました。 1 

CL -US 

•クリーニング燃焼中。 1 

(約己分間カウン ト ダウンします。） 1 

全消'打 

•省電力機能が作動しました。 1 

上記 m 外の 
エラー 表示 

•修理が必要な故障です。 1 


' 姆置方法 ' 

•燃焼•温風空気取入口（ファンフィルター）、温風 
吹出 □ (ルーバー）の掃除をしてか5再点义してく 
ださい。 （ r 图点検-手入れ」参照） 

•ストーブの周囲の障喜物を取り除いてください。 

•再点义操作をしてください。 

•電源プラグなど電源をご確認ください。 

•電気系統の故障です。お買い求めの販売店まで「デ 
ジタル表示」（エラー表示）などをご連絡ください。 

•しば!5く待って、電源プラグを差し直してか5、 
再点义してください。 

•油受けざ5に水やごみび混入しているときは、取 
り除いてください。 

•修理が必要でず。お買い求めの販売店まで r デジタ 
ル表示」（エラー表示）などをご連絡ください。 

•ス1-ーブび傾いていないか確認してか!5、再点义 
操作してください。 

•地震によって作動した場合は、周囲の可燃物、ス 
トーブの損傷、油漏れなど異常びないことを確認 
した後、再点义してください。 

•燃焼-温風空気取入 □ (ファンフィルター）の掃除 
をし、窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をして 
か5、再点义してください。 （ r 图点検•手入れ」 

の燃焼-温風空気取入□(ファンフィルター）の掃 
除参照） 

ご使用中は必ず1時間に！〜2回換気してくださ 
い。 

•不完全燃焼通知機能がはた5いたときは、上記処 
置をおこなった後、電源プラグを差し直してか6、 
再点义してください。処置をしても繰り返し作動 
するときは、お買い求めの販売店まで r デジタル表 
示」（エラー表示）などをご連絡ください。 

•再点义防止機能びはた!5いたときは、お客様では 
処置できません。運転スイッチを r 切」にしてお買 
い求めの販売店まで r デジタル表示」（エラー内容） 
などをご連絡ください。 

•ストーブの周囲の障喜物を取り除いてください。 

•電源プラグを入れ直してください。 

•電気系統の故障です。お買い求めの販売店まで「デ 
ジタル表示」（エラー表示）などをご連絡ください。 

•な油を，給油してか!5、再点义操作をしてください。 
•油タンクを戻してから再点义操作をしてください。 

•再点乂操作をしてください。 

•再点乂操作をしてください。 

•約己分後に自動的に通常運転にもどります。 

•操作部のいずれかのボタンを押してください。 

•お買い求めの販売店まで r デジタル表示」（エラー表 
示）などをご連絡ください。 
















































故障かなと思ったとさに 
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処置方法 

電源プラグをコンセントに 
差し込んでいない 

〇 











〇 


電源プラグをコンセント 
に差し込む 

停電した 

〇 








〇 



〇 


停電復帰後、再点义操作をずる 

巧震自動消义装置が作動した 









〇 

£-5 





再点乂操作をずる 

油受けに水が入った 


〇 




〇 



〇 





油タンクと油受け内の水 
を取り除く 

油受けざ 5 に水が入った 









〇 





市販の給油ポンプで水混 
入のな油をしっかり抜く 

燃焼•溫風空気取入□(ファ 
ンフィルター）の目づまり 



〇 


〇 



〇 

〇 
E- ら 





燃焼•溫風空気取入□(ファ 
ンフィルター）を掃除ずる 

油タンクに打油びない 


〇 




〇 



〇 





な油を入れる 

'打油が油タンクの出し入 
れでこぼれた 








〇 


〇 




こぼれたな油をきれいに 
ふき取る 

換気不良 







〇 


〇 





部屋の充分な換気をずる 

変質'灯油や不純'打油など 
の不良な油を使った 



〇 

〇 

〇 



〇 



〇 



変質丹油や不純丹油などの不良 
な油を良質なな油に入れかえる 
販売店にご相談ください 

省電力機能が作動した 












〇 


操作部のいずれかのボタ 
ンを押ず 

給油□□金を間違えた 






〇 








正しい給油□□金を取り付ける 

ス 1 -ーブ周囲の温度が異 
常に上昇した 













〇 

ストーブ周囲の温度を確認ずる 
販売店にご相談ください 

不完全燃焼通知機能が作 
動した 









〇 

•T 

題;' 





燃焼•温風空気取入□(ファ 
ンフィルター）を掃除する 
部屋の巧分な換気をずる 
電源プラグを差し直ず 

再点乂防止機能が作動した 









〇 

かがし! 





販売店にご相談ください 

気密油タンクの給油時消 
，乂装置が作動した 






〇 



〇 





油タンクを本体にもどし 
て再点乂操作をずる , 


•表中の f 表示は、「デジタル表示」（エラー表示）を示します。 

•処置をおこなっても改善されない場合や、原因び特定でさない場合や、該当する現象びない場合は、お買い求め 
の販売店までご連絡ください。 


图部品交換のしかた 


部品交換のときの注意 


•部品交換や修理をお受けになる場合は、お買い求めの販売店か、（財）日本石油燃焼機器保守協会でおこなう 
技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることをおすすめします。 
•不完全な修理は危険です。 

•故障したわのは使わないでください。 


•短時間に消耗する部品は特にありませんび、交換部品び必要な場合は、お買い求めになった販売店にご相談 
ください。(「間アフターヴービス I の 踊優用桂龍部品について I 参照) 

•インターネットでの部品購入は、 http://toyotomi.shop 1 4.nnakeshop.jp/ をご覧ください。 

•部品は必ずトヨトミ純正部品（指定された部品）をご使用ください。 














































四保管 (長期間使用しない場合） 

r •ス I -ーブを保管する場合は、「团点検•手入れ」の項を参照して、ス I -ーブの手入れをしてから保管してく1 
ださい。また、破損している箇所は修理をしてから保管してください。 

•格納*保管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のうけにくい所であって、しかもス I -ーブの上には重 
^量物をのせたり、人びのったりしないよう配慮してくださし、_ J 

1ストーブを消乂し、ストーブの温度び充分下がってか5、電源プラグをコンセントか5抜く。 

2燃焼•温風空気取入口（ファンフィルター）、温風吹出□(ルーバー）、電源プラグに付着したほ 
こりや巧れを掃除してください。 

•燃焼-温風空気取入□(ファンフィルター）は布などで而くのはおやめください。かえって目づまりします。 

3油タンク、油受けざ5内の'打油、ごみ、水気を取り出す。 (r 巧 点検-手入れ I の I 油タンク、油受け 
^ ざ S の掃除 I 参照) 

•油タンク、油受けざらに水やごみび残ったまま保管すると、簡や穴あさの原因になります。 

4 ストーブの表面をよくふいて、巧れを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で巧れを取り、乾いた布で水気を而さ取ってください。（シン 
ナ ー、 ベンジンなどでは而かないでください。） 

K 包装箱に入れて保管する。 

•湿気の少ない所に保管してください。 

•傾けたり、横にして保管しないでください。抜けされなかった灯油び漏れることびあります。 

•取扱説明書わ必ず保管してください。 

圆廃棄ずるとき 


•「团点検-手入れ I の 踊タンク、油受けざ S の掃除 1 を参照して、油タンク、油到ブざら内の灯油を抜き取っ 
てから、各自治体の指導に従って廃棄してください。 


图仕様 


f 型式の 呼 び 

LC -32 CF ^ 

種 類 

ポット式-強制通気お-強制巧流お 

点乂 方式 

電気点乂 

使 用 燃 料 

な油（ J 旧1号） 

燃料消費量 

最 大 

3.19 kW (0.310 L / h ) 

最 ル 

0.79 kW (0.077 L / h ) 

暖房出力 

最 大 

3.19 kW 

最 ル 

0.79 kW 

油タンク容量 

己し 

燃焼継続時間 

1 目. 1 時間（最大燃焼時） 

外 お 寸 法 

高さ 428 mm 幅37目 mm 奥巧29目 mm (置台を含む） 

質 量 

7.7 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V • 50/60 HZ 

定 格 

消 費 電力 

点乂時320 /320 W 燃焼時11/12 W 
最大 950/950 W (点义初期に短時間発生） 

待機時0.6 /0.6 W 

騒音値（正面）※ 

最大燃焼時 34 dB 最小燃焼時1 8 dB 

電流ヒューズ 

4 A 

安全装置 

巧震自動消乂装置、点乂安全装置、燃焼制御装置 

過熱防止装置 (90 で)、停電安全装置、消し忘れ消乂装置 

不完全燃焼防止装置（フレーム□ッド A ，バーナーヴーミスタ方式） 

気密油タンクの給油時消乂装置 J 


※騒音値の数値は JIS 測定方法 (JIS S 3031) に基づく正面値です。 










































































图アフターサービス 

保証について 


•この商品は保証書付きでず。保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、記載内容をご確 
認のうえ大切に保管してください。 

•保証期間はお買いホめの曰より3年間でず。 


修理を依頼するとを 

♦「圓故障•異常の見分けかたと処置ち法」に従って、処置をおこなってください。直らないとさは、使 
用を中止し、必ず電源プラグをコンセントから抜いて、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。 
•ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ファンヒーター（強制通気形開放式石油ストーブ） 

③型式の呼び… LC -32 CF 

③ お買い求め年月日 

④ 故障の状況（できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ-おところ-電話番号 

•修理に際しましては保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださま 
す。 

•保証期間び過ぎていても、修理すれば使用でさる場合には、ご希望により有料で修理させていたださま 
す。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


r ^ 

この取扱説明書とス I -ーブに表示されている禁止事項-注意事項及び通常使用に反して使用された場合の 
故障、事故は保証いたしません。 

^ _ ) 


補修用性能部品について 


•石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 
•補修用性能部品とは、ストーブの機能を維持するために必要な部品です。 


消耗-劣化する部品 

•使用期間により、交換-メンテナンスが必要な部品… 

送油ノズルパッキン、点乂ヒーターパッキン、ク□スマット、燃焼リング、フレーム□ッド、給油 □□ 
^ ミ由巧け 

•変質な油、不純な油などの不良巧油の使用で劣化しやずい部品…電磁ポンプ、ク□スマット 


転居される場合 


♦本機は電源周波数5日、6日 Hz とわ同一仕様です。 

•電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整び必要です。（「囲使用前の準備」の I 高地調整 I 参照） 


故障-修理の際の連絡先 

アフターサービスについてご不明な点は、お買い求めの販売店、または、 I お客様相談窓 nFg ] (別紙参 
照）までお問い合わせください。 


















卜3トミ石油フアンヒーター保証書 


本保証書は、本書記載内容により無料修理をおこなうことをお約束するものです。 

お買い求めの曰から下記期間内に故障び発生した場合は、本書をご提示のうえ、お買い求めの販売店に修理をご依頼ください。 


型式 LC -32 CF 保証期間 

※お買い求め曰 年 

※お客様ご芳名 


お買い求め曰より3年間 

月 曰 

様 





廣話 ( 

) 




(※印欄に記入びない、あるいは購入-支払いを証明するをのびない場合は 
無効となりますから必ずご確認ください。） 

【無料修 

1 . お買い求め曰から上記保証期間中に、取扱説明書、本体貼 
附 ラベル 等の注意書に従った正常な使用状態で故障した場 
合には、本書記載内容により、お買い求めの販売店 
または当社び無料修理致します。 

2. 無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入曰•支 
払いを証明するわのをご提示のうえ、お買い求めの 
販売店または当社にご依頼ください。 

3. ご転居やご贈答品等でお買い求めの販売店に修理を依頼で 
さない場合は、当社までお問い合わせください。 

4. 保証期間内でを、次の場合は有料になります。 

(イ）取扱説明書、本体貼附ラベル等の注意書に従わない 

使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障及び損傷。 

(□) お買い求め後の器具の転倒、落下、衝撃等による故障及 
び損傷。 

(八）乂災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、異常 
電圧、公害その他環境要因による故障及び損傷。 

(二）指定 iU 外の燃料、または変質灯油や不純灯油などの不良 
灯油を使用された場合の故障及び損傷。 

(ホ）一般家庭用 iU 外（例えば、業務用の長時間使用、車輔•船 
舶への搭載など）に使用された場合の故障及び損傷。 

(へ）部品の消耗による故障や損傷、部品交換及びメンテナン 
スの費用。 

(卜）を期卢検の善用 

(チ）本書にお買い求め年月曰-お客様名-販売店名の記入のな 
い場合、あるいは字句を書さ替えられた場合。通信販売 


株式会社卜 "3 卜 ■ミ 名ち屋市瑞駆桃園町日番1 7 号 

干467-日8日日な日日 2-822- 1144 

理規定】 

等で購入され、それを証明する商品の送り状•支払明細 
書の提示びない場合。ネット販売等を利用した個人売買 
品や譲渡品、中ち品（再生品）の修理。 

( IJ ) 修理のご依頼に際して本書のご提示びない場合。 

日.本書は日本国内においてのみ有効です。 

6. 本書は再発行致しませんので、紛失しないよラに大切に保 
管してください。 

•この保証書は、本書に明示した期間、条件のちとにおいて無 
料修理をお約束するをのです。従ってこの保証書によって、保 
証書を発行しているち（保証責任者)、及びそれ!;の事業ち 
に対するお客様の法律上の権利を制限するちのではありませ 
んので、保証期間経過後の修理等についてご不明の場合は、お 
買い求めの販売店または、最寄りの当社支店-営業所にお問 
い合わせください。 

•保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳 
しくは、取扱説明書「アフターサービス」の項をご覧ください。 

•お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。 
保証期間内のサービス活動、及びその後の安全点検活動のた 
めに利用させていただく場合びありますので、ご了承 
ください。 




( FAX または、コピー郵送時に使用） 


本体 色 


性 別 

男-女 

年令 才 

ご購入金額 


今回のご購入 

1.新規 2.買替え 3.買増し 

(買替え-買増しのち） 

前の フアンヒーターは 

メーカー 名 

使用年数 

年 


主にお使いになる場所（〇印で囲む） 

1.居間 2.応接間 3.書斎 4.子供部屋 日.台所 6.事務所 7.店舗 8.工場 9.その他 


トヨトミ製品をどうしてお選びになりましたか（〇印は3つまで） 

1.価格 2.デヴィン 3.性能 4.安全性 日.前トヨトミ使用満足有 

6.環境面 7.省エネ面 8.店員の奨め 9.ヴービス面 ]0.その他 

製品にはご満足いただけましたでしようか（〇印で囲む） 

1.大変満足 2.満足 3.普通 4.不満足 日.大変不満足 

今後共、使い続けたい暖房器具は？（〇印で囲む） 

1. 石油フアンヒーター 2石油ストーブ 3.石油 FF 式ス I ブ 4.電気ス I ブ 己.ガスヒーター 

6.ホットカーペット 7.冷暖房エアコン 8.床暖房 9.その他 


石油ファンヒーターを選ぶ時、最も重要視する点は？（上位 3 つ） 

1.機能のよさ 2.操作のしやすさ 3.給油のしやすさ 4.掃除のしやすさ 己デヴィン 

6.大ささ 7.油タンクの大ささ 8.価格 9.ブランド ]0.その他 


統計的に処理しますので回答を要するご質問などはお客様相談窓口にお問い合せください。 


弊社ではお客様登録アンケートをインターネットで登録していただいております。アドレスは表紙参照してください。 


インターネット登録のでさないちは、この裏表紙の 
保証書及びアンケート欄に必要事項を記載して破線 
で切り取り、コピーして弊社品質保証課宛まで FAX 
いただくか、コピーを弊社宛に郵送（送料はお客様 
負担）してください。 

切り取ってコピーした場合、原本は保証書ですので 
取扱説明書と共に大切に保管しておいてください。 
お客様の個人情報は本目的 I ソ外の用途には使用しま 
せんので、ご安ください。 


株式会社 K 3 Ks 

ホームぺージ httP://www.toyotomi.jp 

本社 干 467-08 已已 

名ち屋市瑞穂区桃園町日番17号 
フリーコール 日12日 - 1日 4-1 已4 

TEL 〈日已2〉822-1144 

FAX く〇已 2〉822-274 S 
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